牛 を 松に つないで、 ふらふらと 茶店に はい つ て、 ちょ つ 

と 一 服して しまう のでした。 

ちょっと 一服の つもりで、 和太郎 さん は 茶店に はい 

るので す。 けれど 酒 を 飲んで いるう ちに、 人間の 考え 

はよ く かわって しまう ものです。 もう ちょっと、 もう 

ちょっと、 と 思って、 一時間く らい じきす ごして しま 

います。 するとち ようど 日 ぐれになります から、 「ま、 

こうな リゃ 月が 出る まで 待って いよう。 暗い 道 を 帰る 

より まし だから」 と、 またす ゎリ なおして しまいます _ 

ほんとうに、 そのうち 月が 出ます。 野原 は 菜の 花の 

さいている じぶんに しろ、 稲の 苗のう わった じぶんに 



しろ、 月が 出れば、 明るくて 美しい ものです。 しかし 

月が 出ても 出なくても、 もう 和太郎 さんに は、 どうで 

もい いこと です。 というの は 和太郎 さん は、 そのころ 

までに ひどく よっぱらって しまう ので、 目な ど はっき 

リ あけて はいられない からです。 

それがし ようこに、 和太郎 さん は、 牛と 松の木の、 

区別が つかない のです。 ですから、 松の木に まきつけ 

た 綱 を さがす つもりで、 牛の 腹 をい つまで もな でまわ 

したりし ます。 しかたがな いので、 茶屋のお よしば あ 

さんが、 手綱 をと いて やります。 そのうえ およしば あ 

お i こわら 

さん は、 小 田 原ち ようちん に 火 をと もして、 牛車の 台 



たつよい 牛で ありました。 もし、 次 郎左ェ 門さん のす 

すめに したがって、 この 牛 を 売って 若い 元気な 牛と か 

えたと したら、 こんど 和太郎 さんがよ つ ぱ らうと き、 

どこで 目が さめる かわかった ものではありません。 十 

な ご や まち 

里 さきの 名 古屋の 街の まん 中で、 よいから さめる かも 

しれません。 それとも この 半島の はしの、 海に のぞん 

だ 崖つ ぶちの 上で 目が さめ、 びっくり する ような こと 

になる かもしれ ません。 なにしろ 若い 牛 は 元気が いい 

ので、 ひと 晚 のうちに 十 里く らい は 歩く でしよう から- 

「和 太郎 さん はいい 牛 を 持って いる」 とみんな はいつ 

ていました。 「まるで、 気が よくき いて 親切な おかみ 



のかまず いもの か、 と 判断して いるよう に 見えました _ 

見て いる 百姓た ち も、 いきをころして、 牛 は 酒 を 飲 

むか 飲まぬ か、 と 考えて いました。 

牛 は 舌 を 出して、 ぺろリ とひと なめ やりました。 そ 

して また ちょっと 動かずに いました。 口の 中で その 味 

をよ くしら ベ ている にち がいありません。 

見て いる 百姓た ち は、 あまり いきをころし ていたの 

で、 胸が 苦しくな つた ほどで ありました。 

牛 はまた、 ぺろリ となめ ました。 そして あと は、 ぺ 

ろ リベろ りと なめ、 おまけに、 ふうふう という 鼻い き 

まで 加わった ので、 たいそう いそがしくな りました。 



おお ざ. II; 

「牛ても な、 大酒 くらいだ なァ」 

と 村び との ひとりが、 ほしい ものの もらえなかった 子 

どもの ように、 なげやりに いいました。 

「いくらでもえ えだけ たべろ」 と 和太郎 さん は、 牛 

の 背中 をな でながら いいました。 

「ようまで たべろ。 よっても え えぞ、 きょうは おれ 

が 世話して やる で。 きょうこ そ、 一 生に 一 べんの ご 恩 

がえ しだ」 

ついに 牛 は、 おり を なめてし まい、 土 だけが 残リま 

した。 もうあたり はう す 暗くな つてい ました。 和太郎 

さん はまた 牛 をく びきに つけました。 



かきね 

青 い 夕 かげが 流れて、 そこらの 垣根の 木い ち) J の 花 

だけが 白く ういて いる 道 を、 腹 いっぱい たべた 牛と、 

日ごろの ご 恩 を かえした つもりの 和太郎 さんが、 とも 

に 満足 を おぼえながら のろのろと いきました。 

四 

さて、 和太郎 さん も、 きょうだけ はじ ぶんがお 酒 を 

飲む の をよ そうと 決心して いました。 和太郎 さんの 意 

見で は、 牛が 飲んだ うえに、 牛飼い までが 飲む の は、 

だら しのない ことであった のです。 しかし、 それなら 



吉野 山へ 村の 若い者た ちとい つ しょに いったと きが 五 

晚、 そして やはり 若い 衆であった ころ、 毎年 村の 祭の 

夜 ひと 晚 ずつ 山車の 夜 番をしに いった ものでした。 そ 

の ほかに、 和太郎 さんが、 家 を あけて よそで とまって 

きた こと は、 一 べん もなかった のです。 そこでお か あ 

さん は、 だんだん 心配に なって きました。 

十一 時が 二十 分た ちました。 まだ 和太郎 さん は 帰つ 

てきません。 おかあさん はとうとう 決心し ました。 

ち ゆ う >v いしょ 

駐在所 のお まわり さんのと ころへ 相談に い つたので 

した。 

おまわりさんの 芝 田さん は、 なに か 事件で も 起こつ 



してし ま つ て、 

「よし、 それで は、 そうさく する ことにしよう」 

と い いました。 

いつも 事件が 起こった ときには、 村の 青年団が 駐在 

巡査の 応援 をす る ことにな つてい ましたので、 芝 田 さ 

んは 青年団の 人び とに あつまっても らいました。 まも 

なく 青年団 員 は 制服 を 着て ゲ J ^ル をまい て、 ぼうき 

れを 持って よってき ました。 青年団 員 ばかりでなく、 

ほかのお とな や、 腰の まがり かかった おじいさんまで、 

や つ てきました。 

じつは、 このような、 夜中に 人が 消えた というよう 



な 事件 は、 この 村に は、 もうなん 十 年 も、 なかった の 

でした。 このまえ、 青年団が 芝 田さん の 応援 をした の 

は、 西 山の ふもとの わら 小屋に 草 焼きの 火が うつった 

ときの ことで、 事件 はたい そうかんたん でした。 しか 

し、 こんどの 事件 は、 これ は なかなか むずかし いので 

す。 いったい、 どうしてそう さくを はじめた らいいで 

しょう。 

とみて つ 

すると、 富 鉄さん という、 大きい 鼻のお じいさんが 

いいこと を 思い出して くれました。 それ はい まから 四 

あきな さかだに 

十 年く らい まえ、 村の 一文 商 いやが、 坂 谷まで 油 菓子 

の 仕入れに いった 帰り、 ろっかん 〔# 「ろっかん」 に 



かめぎ く 

をなん べん もやつ た 亀 菊 さ んは、 ひさしぶ りに 鳴ら し 

ほうぞう ぐら 

て やろうと いうので、 宝蔵 倉から ほら貝 をと り 出して 

きました。 しかし ひとふき ふいて みて、 おどろい たこ 

とに もう その ほら貝 は、 しゅうしゅうと いう 音 をた て 

るば かりで、 鳴りませんでした。 「こり や、 ひびが は 

t す こ 

いった だか や」 と 亀 菊さん はいい ましたが、 息子の 

かめと く 

亀徳 さんが ふいたら、 その ほら貝 はよ い 音で 鳴った の 

かめぎ く 

です。 そこで 亀 菊さん は、 じぶんが 年 をと つたこと が 

よく わかりました。 そして 年 をと る こと は、 あほらし 

いこと である、 と 思った ので ありました。 青年団の 

ラッパ 手 林 平さん は、 月の 光で も ピカピ 力 光る よい 



「なんの ことか」 と、 村び とたち は あいた 口が ふさ 

がりませんでした。 こんな ことなら、 大 さわぎして 山 

の 中 を さがしまわる など、 しなくても よかった のです _ 

これ は、 和太郎 さん を みんなで、 しかりつけて やら 

れんちゅう 

ねばならな いと、 年より 連中 はいいました。 それで 

ない とくせになる から、 というの でした。 そこで みん 

な はねむ い 目 を こすりながら、 和太郎 さんの 家に つめ 

かけて いきました。 

和太郎 さん は 庭で、 よぼよぼ 牛 をく びきから はずし 

て、 たらい に 水 を くんで 飲ませて いました。 

じろう ざ もん 

「やい、 和 太」 と 村で りこう もんの 次 郎左ェ 門さん 



思いました ので、 「そいつ ァ、 すまなかった のォ」 と 十 

三 べん もい つて、 そのたび に 頭 を かいたり、 背中 を か 

いたりし ました。 そして、 牛 もじ ぶん もよ つてし まつ 

たので、 こんな ことにな つてし まった、 と 説明し まし 

た。 

村の 人た ちはいい 人ば かりなので、 じきに、 腹が お 

さまり ました。 そこで こんど は、 いろいろ 和太郎 さん 

にきき はじめました。 

「和 太さん、 それで、 いままで どこ を うろつい てい 

,, こ、 ：！ こィ J 

かめと く 

と、 亀徳 さんがき きました。 



からであります。 こういう もの は 池に しかいな いもの 

です。 してみ ると 和太郎 さんの 牛車 は、 どこかの 池の 

中 を 通って きたので す。 

「この 黄色い 花 はなんだろう」 

とまた、 だれかが いいました。 見る と、 よぼよぼ 牛の 

前 あしのつ めの われめに、 黄色い 花が ひと ふさ、 はさ 

ま つ ておりました。 

「れんぎ ようの 花と もちが うよう だ。 このへ んじゃ 

い つ ， J う 見ね え 花 だな ァ」 

と、 ひとりが いいました。 

「そり や、 えに しだの 花 だ。 えに しだ は、 このへん 



こさ ゆ-つ 

胡弓 を じょうずに ひいて きかして くれたて や。 じ や、 

あれが、 きつねだった のか ィ」 

「それにしても、 どうして、 あんな 急な 山の てつべ 

んへ、 牛車が のぼった もんだろう」 

と、 村び と はふし ぎがり ました。 

「なにしろ 申し わけね えだな、 牛 も おれ もよ つてお つ 

たで」 

と、 和太郎 さん は あやまる のでした。 

さておし まいに、 村び とたち にも、 和太郎 さんに も 

どうして か、 わけの わからぬ ことが ひとつ あつたので 
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